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（平成12年2月号）
12月のトピックス｜
。9日 教務委員会・教養教育委員会が「多様な学生像
に対応した教育システムの確立についてJを答申
ム能登谷， 小還両委員長から時漫学長に答申を提出
( 2月9日 学長室）
。25日 平成12年度入学者選抜個別学力検査（前期日程）
を実施
ム試験終了後， 帰路につく受験生
( 2月25目黒田講堂前）
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（ 政 令）
0 国 家公務員 法等 の 一 部 を改正す る 法律の 施 行 に 伴 う
関係 政 令の 整 備等 に 関す る 政 令 （30) （ 平 成 1 2 . 2 .  1 4  
官報 号外 第 25 号）
0 予 算 決 算 及 び会計令等 の 一 部 を改正す る 政 令 （32 )
（ 向上）
0 行 政 機関の 保 有す る 情報 の 公 開 に 関す る 法律の 施 行
期 日 を定める 政 令 （ 40 ) （官報 号外 第 27 号）
0 行 政 機関の 保有す る 情報 の 公 開 に 関す る 法律施行 令
( 41 ) （ 向上）
（ 省 令）
0 国 家公務員 共済 組合 法施行 規則の 一 部 を改正す る 省
令 （ 大 蔵6 ) （ 平 成 1 2 . 2 . 28官報 号外 第35 号）
0 図 書 館 法施 行 規則の 一 部 を改正す る 省令 （ 文 部 6 ) 
（ 平 成 12. 2 . 29 官報 第 2 81 8号）
0 博 物館 法施 行 規則の 一 部 を改正す る 省令 （ 同 7 ) 
（ 向上）
（ 規 則）
0 人事院 規則9 - 49 （ 調 整 手 当）の 一 部 を改正す る 人
事 院 規則＇J （ 人 事 院 9 - 49 - 13 )  （ 平 成 1 2 . 2 . 1 6 官報
第2809 号）
（ 告 示）
0 専 門 士 の 称号の 付与に 関し文部大 臣が専 門土と 称す
る こ と がで き る 専 修学校専 門 課程と して 個 別 に 認めた
件 （ 文 部 1 5 ) （ 平 成 12. 2 .  8 官報 号外 第 22 号）
0 専 門 士 の 称号の 付与に 関し文部大 臣が個 別 に 認めた
専 門 士 と 称す る こ と がで き る 専 修学校専 門 課程に つ い
て その 名 称を 変 更 した件 （ 同 16 , 17 ) （ 向上）
0 専 門 土の 称号の 付与に 関し文部大 臣が個 別 に 認めた
専 門 士 と 称す る こ と がで き る 専 修学校専 門 課程を廃止
した件 （ 同 1 8) （ 向上）
0 平 成 1 2年度大学 入学 資格検定の 施行期 日 等 を定める
件 （ 同 20 ) （ 平 成 1 2 . 2 . 24 官報 第 2 815 号）
[!) �司
第7 回学生生活協議会 （ 2 月1 日 ）
（ 審議事 項）
( 1) 全学 委 員 会 の整理統合計画 に 基 づく 学生の 厚生 補導 ・
福利厚生 関係 委員 会 に つ い て
(2) その 他
第2回数務委員会・教養教育委員会合同委員会 （ 2 月1
日 ）
（ 審議事 項）
(1) 「多様な 学 生 像に 対 応した教 育 シ ステムの 確立 に つ
い て 」 （ 答申案 ）に つ い て
(2) その 他
第8回数養教育委員会 （ 2 月1 日 ）
（ 審議事 項）
( 1) 平 成 1 2年度 以降の教養教育 実施 体制等 に つ い て
(2) 将 来 計画 委 員 会 中 間ま と め （ 教 養教育 ）に係 る 検討
の 進め方に つ い て
(3) その 他
第1回保健管理センター委員会 （ 2 月2 日 ）
（ 審議事 項）
(1) 保健管理セ ン タ 一所 長 候補者 の 推 薦 に つ い て
(2) 教官人事 に つ い て
(3) その 他
第2回生涯学習教育研究センター運営委員会 （ 2 月3 日 ）
（ 審議事 項）
(1) 次 期 生 涯学習 教 育 研 究 セ ン タ ー長 の 選考 に つ い て
(2) その 他
第17回将来計画委員会 （ 2 月3 日 ）
（ 審議事 項）
(1) 本学 の 将 来構 想 ・特 色に つ い て
(2) その 他
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第4回入 学試験実施委員会（ 2月8 日）
（審議事項）
(1) 入学試験 実施 委員 会 採点 専 門 委 員 会 委員 に つ い て
(2) 平 成 12年 度 入学者選抜学力 検査 実施要項及 び整 理 細
自に つ い て
(3) 平 成 1 2年 度 入学者選抜学力検査 の会 場に つ い て
は） その他
第1 1回事務協議会（ 2 月15 日 ）
（協議事項）
事 務協 議会 の構 成 員 に つ い て
体育施設委員会友び体育施設運営協議会の合 同会議
( 2月15日）
（審議事項）
(1) 全 学 委 員 会 の整理統合計画 に 基 づく 学生 の厚生 補導 ・
福利厚生 関係 委員 会 に つ い て
(2) その他
第3回 学園ニュ ー ス編集委員会（ 2月16日）
（審議事項）
(1) 富 山 大 学 学 園 ニュ ース編 集 委 員 会要項の廃止及 び 富
山 大 学 広 報 委 員 会 規則 （ 案 ） の確認に つ い て
(2) 学 園 ニュ ース第 102 号の発行 に つ い て
(3) その他
第5回部局長会議（ 2月18日）
（議 題）
(1) 富 山 第 一 銀行 奨学財 団 からの研 究助 成 に つ い て
(2) 校 章に つ い て
(3) 地 方都市に 位置す る 国 立大学 の意義に 関す る 研 修 会
に つ い て
(4) その他
第16回評議会（ 2月18日）
（審議事項）
(1) 副学 長 候補者 に つ い て
(2) 評 議 員 に つ い て
(3) 富 山 大学 部 局 長 会 議 規則の一 部改正に つ い て
(4) 富 山 大学 国 際交 流 活 性化推 進事業資金 規則の制定に
つ い て
(5) 各種委 員 会 の整 理統合 に 伴 う 委 員 会 規則の制定に つ
い て
(6) 評 議 会 審議事 項の整 理 に つ い て
幸日 第422号
(7) 平 成 12年度大学 祭に 伴 う 休業 日 に つ い て
(8) その他
第18固将来計画委員会（ 2月18日）
（審議事項）
(1) 本学 の将 来 構 想 ・ 特 色に つ い て
(2) その他
第3回就職連絡会議（2月2 1日）
（審議事項）
(1) 全学委員 会 の整理統合計画 に 基 づく 就職連絡会議 の
見直 し に つ い て
(2) その他
第5回国際交流会館運営委員会（ 2月2 2日）
（審議事項）
( 1) 入居者 （ 平 成 12年 4月） の選考 に つ い て
(2) その他
第122田裕内交通対策委員会（ 2月24日）
（審議事項）
( 1) 構 内 交通整理経費 の削減策 に つ い て
(2) 駐車可能区域 の見直しに つ い て
(3) そのf也
第2回保健管 理 セ ンター委員会（2月24日）
（審議事項）
( 1) 保健管 理 セ ンタ 教ー官の人事 に つ い て
(2) その他
第17回評議会（臨時） ( 2月28日）
（審議事項）
( 1) 富 山 大 学 部 局 長 会 議 規則の一 部改正に つ い て
(2) 各種委員 会 の整 理統合 に 伴 う 委 員 会 規則の制定に つ
い て
第19回将来計画委員会（ 2月28日）
（審議事項）
( 1) 本学 の将 来構 想 ・ 特 色に つ い て
(2) その他
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教務委員会・教養教育委員会が「多様な学生像に対応した教育
システムの確立について」を答申
-2月9日 能登谷， 小津両委員長から時津学長に提出一
教 務 委員 会 と 教 養 教育 委員 会 で は， 平 成 10年 1 0月 8 日
に 学 長 から「多様な 学 生 像に 対 応し た教 育 シ ス テムの 確
立 に つ い て J成 案 を ま と める よ う 諮問 されたこ と を 受け ，
臨時の 合 同検 討 委 員 会 であ る 「大 学 教 育 検 討 委 員 会 」
（能登谷学 長 補佐を 座 長 と し 各学 部 教 務 委 員 長 ら 9 名
で構 成 ） を 平 成 1 1年 5 月1 7 日 に 設置 し ， 成 案 の と り ま と
めを 行 って き ま し た。
こ の ほど大 学 教 育 検討 委 員 会 の 14回 に わたる 精力 的な
検討 を 経 て ， 答申 案 が と り ま と められ， 2 月1 日 開 催の
教 務 委員 会 と 教 養 教 育 委 員 会 の 合 同 委員 会 に お い て 最終
的に 審議 承認し ， 2月9 日 学長 に 答申 と し て 提出されま
し た。
当 日 ， 学 長室 に お い て ， 能登谷教務委員 会 委 員 長 並び
に 小 津教養教育 委 員 会 委員 長 から答申 を 受け た時津学 長
からは 「こ の 答申 を 今後 の 本学教育 シ ス テム改革の 指 針
と し ， 全学 の 理 解を 得な が ら着実に改革を 実施 し て い き
たい J旨挨拶があ り ． 併せ て 答申 の と り ま と めに あ たっ
た各委 員 及 び 関係 教 職 員 に 対 し て 謝辞があ り ま し た。
な お ， 答申 の 全 文 は次の と お り で す 。
多様な学生像に対応した教育システムの確立について（答申）
I. はじめに - 1. 大学教育検討委員会の設置と審議内容
II . 共通認識 ー2. 多様性 - 3.「動機付け」の重視
皿 具体的な提案
-4 提案の基本姿勢 一 5. 特にl年次での指導体制
- 6. 「シラパスJ - 7.「F D J  
8. 転学科， 転学部， f也学部履修 一9. 就職指導
N. -10. 残された問題
I. はじめに
1 . 教 務 委員 会 と 教 養 教育 委員 会 は， 富山 大学 長 よ り 平
成 10年 10月8 日 付で 「多様な 学生 像に 対 応し た教 育 シ
ス テムの 確立 に つ い て J諮問 された。 平成 1 1年 3 月1 6
日 開 催の 教 務 委員 会 の 審議 を 経 て ， 教 務 委員 会 と 教 養
教 育 委 員 会 の 合 同 ワ キー ン ググル ープが発 足し た。 当
初 「合 同 検討委 員 会 」と い う 名 称で あ ったが ， 同 年 6
月7 日 開 催の 第 2 回 委員 会 に お い て 「大学教 育 検 討 委
員 会 」に 変 更 された。
大学教育検討委員 会 は． 「教 育 目 標」に つ い て は，
「本学 の 教 育 目 標J（平 成 5 年 『富山大学教育 課程 編 成
方針.J） と 「富山 大 学 の 理 念」（平成 1 1年 3 月1 9 日 評 議
会 決定） を 検討 し ． 前 者 の 掲げ る と こ ろは依然と し て
有効で あ り ， 後 者 も な お その 延長 線上に あ る こ と を 確
認し た。 都合 14 回 に わたって 開 催された同 委員 会 が 審
議 し たこ と の 中 心は， 教養教育 と 学 部教育 に 共通 に 関
わる 部 分， 特 に 1 年 次 に お け る 指 導 体制， 「 シ ラパ
ス 」詮1.「 ファカル ティー ・ デベ ロ ップメ ン ト （以下 ，
FD） 」削の 3 点 で あ った。
教 務 委員 会 と 教養教育委員 会 は大 学 教 育 検討 委 員 会
の 審議 の 結果を 受け て ， 以下 を 富山 大学 長 に 答申 す る
こ と と す る 。
II. 共通認識
2 . 学 生 の 「多様性」は， ①就学 目 的， ②履修 歴， ③個
性， 適性の 3 点 に つ い て 捉えられる 。 それぞれに 関 し
て は以下 の 認識を 共有し う る 。
①に つ い て は， 積極的な 目 的を 持つ 場合 と 消極的な
目 的を 持つ （あ る い は目 的を 持たな い ） 場合 と に 分け
られ， 後 者 に 対 し て は積極的な 目 的が 獲得で き る よ う
に ， ま た前 者 に 対 し て は目 的を 確実に 達成 で き る よ う
指導 し な け ればな らな い 。
佳1 「シラパス・各授業科目の詳細な授業計画。 一般に，
大学の授業名． 担当教員名， 講義目的， 各回ごとの授業
内容， 成績評価方法・ 基準， 準備学習等について の具体
的な指示，教科書・参考文献， 履修条件等が記されてお
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り． 学生が各授業科目の 準備学習等 を進めるための基本
となるもの。 また． 学生が 講義の履修を決める際の資料
になるとともに， 教員相互の授業内容の調整， 学生によ
る授業評価等にも使われる。J （大学審議会『答申J 137頁）
削 「ファカルティー ・ デベロップメント
教員が授業内容・方法を改善し， 向上させるための組
織的な取組の 総称。 F D と略して称されることもある。
その意味するところは極めて 広範にわたるが， 具体的な
例としては，教員相互の授業参観の実施， 授業方法につ
いての研究会の開催， 新任教員のための 研修会 の 開催な
どを挙げることができる。」（大学審議会『答申』138頁）
②に つ い て は， 履修 歴の 多様化 は， 大学 入学 以前 の
既修科 目 の 多様化 や学 力 の 多様化 を も た らし て い る 。
その こ と が学 生 に と って は授業 履修 上の 諸困難 の 要因
と も な って い る 。 ま た ， 教 員 に と って は授業 の 一 定水
準を 維持す る こ と が 困難 に な る と い う 状況 を 生 ん で い
る 。
③に つ い て は， 学 生 の 個 性や適性を 尊重し つ つ 指 導
す べき こ と ， その 際 ， 個 性や適性を 固 定的に 捉える の
で はな く ， 学 生 た ちが 自 己 の 内 に 新た な 個 性， 適性を
発 見し て ， それを の ばし て い け る 可能性を 保証す べき
で あ る 。
3 . 学 生 の も つ 多様性が も た らす 様々な 問 題 への 対 応 策
を 考 えて い く 上で は， 多様化 がす で に 始 ま って い る と
い う 認識を 共有す べき で あ る 。 そし て ， 対 応 策 を 考 え
る に あ た って は何よ り も ， 学 生 た ちが 目 的を 持って ．
つ ま り 希望や意欲や輿味を 持って 学業 に 取り 組むよ う
に す る こ と ， す な わち， 学 生 た ちへの 「動 機付け 」を
重視し な け ればな らな い 。「動 機付け Jを 重視す る と
い う こ と は， つ ま り は教 員 が， 個 々の 学生 た ちと よ く
対 話し ， 学 生 た ちの 多様な 希望や個 性， 適性を き め細
かく 把握し た 上で 適切に 指 導 で き る 体制を 実現 し よ う
と す る こ と に 他な らな い 。 その よ う な 指導 体制が い く
らかで も 実現 で き ではじめて ， 学 生 の 一 人 一 人 が 自 ら
の 目 的 ・ 希望の 実現 を 目 指 し て 意欲的に 学業 に 取り 組
むこ と が 可能に な る 。 た と え理 想 的な カリ キ ュラ ムを
実現 で き た と し て も ， 学 生 に 学 ぶた めの 動 機が な け れ
ば， カリ キ ュラ ムは画 餅に 等 し き も の と な って し ま う
の で あ る 。
皿． 具体的な提案
4 . 大学 入学 以前 の 既修 科 目 の 多様化 や学力 の 多様化 へ
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の対応策 を 講 じる 場合 に ， 似通 った 就学 目 的を 共有す
る ま と ま った 数の 学 生 を 一定の 水準に 到達させ る よ う
に 教育 内 容を 段階的に 設定で き る 学部 と ， 学 生 一 人 一
人 が それぞれの 目 的や輿味を 持って お り 個 別 的に 対 応
し な け ればな らな い こ と の 多い 学 部 と で は， 対 処 方法
も 一 律で はあ り えな い 。 以下 の 提案 は， むし ろ方向付
け と い った 性格 の も の と な らざる を えな い 。 各学 部 と
教 養教 育 委 員 会 が本 提案 を 重く 受け 止め， それぞれの
特 性や現状 に 相 応 し い 仕方で ， 緊急 度 が高 い と 判断さ
れる も の から順次 ， 着実に 具体化 し て い く こ と を ． 強
く 希望す る 。 具体化 し て い く 過程 で は必要に 応 じて ，
全学 的に 支援体制を 取る べき で あ り ， 学 部 問 で協 力 し
合 う べき で あ る 。
5 . 学 生 の 多様性に 対 処す る た めに は， 何よ り も ま ず1
年 次 に 的確に 対 応 す る こ と が 重要で あ る 。 入学 時に ，
①学生 た ちに カ リ キ ュラ ムの 意味や． 授業 の 選 び 方，
授業 への 取 り 組み方を き め細 かく 指導 で き る よ う な オ
リ エン テーシ ョン を 実施 し ， その 上で l 年次前期 に ，
②教員 が学生 と 一 緒に 本 を 読ん だり 身近な 問 題 に つ い
て 討 論し た り し な が ら人 間的交流 を も 図 り ， 学 生 の 授
業 履修 や学生生活全 般に 関し て 適切な 助 言を 行 い ， 学
生生活 への ス ムーズな 導 入を 図 る 機会 を つ く る 必要が
あ る 。
①に つ い て は． 現 行 の 入学時の オリエン テーシ ョン
を改善す る こ と で対 処 す べき で あ る 。
②に つ い て は， 各学部 の 責任 で 少人 数の ゼミを 創設
し ， 専 門 教 育 と 教養 教 育 の 双方を 視野 に 入れた 「導 入
的j教 育 を 実施す る こ と が考 えられる 。 それに 現 行 の
「助 言教 員 （官）制度 」に 相 応 す る 性格 を も た せ て も
良い 。
さらに ， 適当な 時期 に 学 部 や学科 単位で 合 宿オリ エ
ン テーシ ョン な どを 実施 し ， 学生 と 教 員 が 親密な 交 流
を 集 中 的に 行 う こ と が考 えられる が ， こ れは①②の 両
方に 関わり う る 。
6 . 学生 た ちが 履修計画 を 立 て た り ， 教 員 が 授業 履修 に
つ い て 学 生 に 助 言を し た り す る た めに は， 予 め授業 に
関し て 十分な 情報が公 開 されて い る 必要が あ る 。 ま た
教 員 が相 互に 授業 内 容 ・ 計画 を 知らせ 合 い ， それに 基
づい て 授業 内 容 ・ 計画 を 調 整 し ， 授業 を ， ひい て はカ
リ キ ュラ ムを 効果的 ・ 効率的に 実施 し 整 備 し て い く
こ と も 大 切で あ る 。「シ ラ パ ス 」が 必要な 所 以で あ
る 。註3
現 在本学 で 作成 されて い る 「授業 案 内 Jや「講 義要
綱」は， 記述項目 に つ い て は大学 審議 会 の 『答申 Jが
平成12年3月発行 品ム寸・
定める 「シ ラパス 」の それを ほぼ満たし て い る が ， 項
目 に よ って は十分に 書 き 込ま れて い な かったり ， 記述
の 精粗に 個 人 差が はな はだし かったり す る 。 全学 の 教
員 が 「シ ラパス J作成 の 意義を 正し く 理 解し ， 記述内
容を 意義に 相応 し たも の と す る よ う に ， 各学部 と 教 養
教 育 委 員 会 はい っそう 努力 す べき で あ る 。 「シ ラパス J
を 大 き さや厚さの 点 も 含めて 継続 的に 点 検 し ， 学 生 が
使 い やす い よ う に ， さらに 向上させ て い く 作業 は後 述
の 「FD」 の 一環 と し て 行 う こ と が 適当 で あ る 。
な お ， 本 学 の 教 育 内 容に つ い て 広 く 学外 に 精確に 広
報す る ために は， 「シ ラパス Jを ホ ームペー ジで 公 開
す る こ と が有効で、あ る 。
7 . 大 学 が教 育 機関で あ る 以上， 「FD」す な わち 「教
授能力 の 開 発 」引の 重要性は決 し て否定で き な い し ，
こ れま で 以上に 積極的・精力 的に 取り 組ま な け ればな
らな い 。 し かし ， 大学 審議 会 の 『答申 』も 認めて い る
よ う に ， その 合意す る と こ ろは広 範に わたり ， し かも
理 論や方法論に 関す る 議 論は次 第 に 活発 に な って き て
い る 状況 に あ る 。 現状で はと り あ えず 「FD」は 「教
員 の 教 育 能力 の 向上Jと 捉えられる べき で あ る 。 その
上で ． 各学部 と 教 養 教 育 委 員 会 が それぞれ 「FD」を
扱う 組織（委 員 会 ， 作業 部 会 等 ） を 設置す る か既設 の
委 員 会等 に 兼務 させ る かし て ， 資料収集 や研 究 ・ 研 修
を 精力 的に 行 い ， それぞれの 部 局 の 特 性や事情 に 相 応
し い 仕方で 継続 的に 取り 組むべき で あ る 。 な お ． それ
らの 組織に 対 し て 例えば教務委員 会 な どの全学 的組織
が ， 全学 的な 規模で 講 演 会 や研修会 を 実施 し たり 連 絡
調 整 に あ たる な どの 支援を 行 う 体制を 整 える 必要が あ
る 。
各学 部 お よ び教養教育委員 会 に 設置 される 「FD」
の ための 組織が検討す べき 事 項を 以下 に 挙げ る 。
①授業 方法の工夫 ・ 改善の 方策 の 検討 （教 員 相 互の
授業 参観， 研 究 会 ， 研修会 ， 講演会等の 開 催な ど）
② （ 予 習 ・復習 を 含む） 授業 の 厳正化 な らび に 成 績
評 価 の 厳格 化
③ 「シ ラパス Jの 充実と それに 即応 し た授業 の 充実
の 実現
削 「シラパスの活用
個々の授業の質の向上を図るに当たっては， 効果的なシ
ラパスの活用が重要である。 現在． 各大学で作成されている
シラパスの多くは， 全 学的にあるいは学部 ・ 学科ごとに履
修科目選択のための一覧として作成されていることが多い。
しかしながら， 個々の授業の質の向上のためには， 個々の教
員がその授業科目を履修する学生を対象として， 毎回の授
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業を迎えるに当たってあらかじめ読んでおく文献の指示等
準備学習の指示や成績評価 基準などを示したシラパスを作
成することが重要である。J（大学審議会『答申J 54頁）
出 示村悦二郎，「教授能力の開発（Faculty Development) 
は． 狭い意味では教師個人の教授能力開発をさすが， 同時に
それは学科， 学部． あるいは大学全体の問題でもある。 なぜ
なら． 一つひとつの学科目は カリキュラムの体系の中にあ
り， カリキュラムは学科，学部などの組織の一部であり． そ
の運営は大学全体の運営と表裏一体であるから である。 よ
りよいカリキュラムを開発すること． よ りよい教育を可能
とするための管理・ 運営の方法を開発することも， 広い意
味のFD (Faculty Development）の一部である。」（FD
プログラム小委員会編『FDハンドブックj， 財団法人大学
セミナ｝ ・ ハウス， 増補改訂版. 1993年刊， 10頁）
④授業科 目 の 検討 （カリ キ ュ ラムの合理化 ・ 効率化 ，
学 生 の 多様化 に 対 応 し たカリ キ ュ ラムの 工夫 を も
含む）
⑤補習 的授業 の 位置 づけ や見直 し
⑥学生 に よ る 授業 評価 の 実施
⑦教 員 の 教 育 実績を 評価す る 方法の 検討
8 . い ったん 何らかの 目 的を 持って 入学 し た学 生 が 真塾
に 学 生生 活 を お く る 過程で ， それま で 気付かな かった
自 らの 適性や個 性を 発 見し ， あ る い は新たな 知的興 味
を 覚え． その ため就学 目 的を 変 え， 所 属 す る 学 科 や学
部 を 変 更 す る こ と を 希望 し たり ． 他学 部 の 授業 の 履修
を 希望 し たり す る こ と は， 学生 たちの 年 齢からし て 当
然の こ と で あ り ． 容認す べき こ と で も あ る 。 その ため
に は， 転学科 ， 転学部 ， 他学 部 履修 な どの 制度 が 十分
に 機能し て い る 必要が あ る 。 本学で は今年度 ，転学科 ・
転学部 に つ い て の 「申 し 合 わせ 」を 見直 し たと こ ろで
あ る が ， 今後 も 適宜点検 し ， よ り 適切な 制度 を確立 す
べき で あ る 。 他学部 履修 に つ いて は， 制度 の 見直 し も
必要で あ る が， 各学 部 の 適当 な 場所 に ， 本学 の 全 「シ
ラパス 」と 全時 間割 を 常時 閲覧でき るよ う に し て お く
こ と も 有効で、あ ろう 。
9 . 学 生 たちの就学 目 的の 一 つ に 就 職 が 含ま れる こ と は
否定し が たい 事 実で あ る 。 入学後 速やかに ， 公 務 員 な
どの就 職 試 験 や就 職 に 有利な 資格 取得に関し て ， 学 部
や全学 で ガイダンス を 実施 し ， 正確で き め細 かな ， 具
体的な 情報 を 与える こ と も 重要で あ る 。 その よ う な 情
報 を 得た上 で ， その 後 の 学 生 生 活 に 臨むこ と は， 希望
に 沿った就職 を 実現す る ために 大 い に 有効で あ る 。 な
お 全 学 的な ガイダンス に 関し て は， 就職連絡会議 な ど
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の全学 的組織が， 各学部 お よ び教 養教育委 員 会 と 協 力
し つ つ 企 画 立 案 し 実施 す る 必要が あ る 。
N. 残された問題
1 0 . 最後 に ， 今後 ， 何らかの機関で全学 的に 検 討 す べき
い く つ かの点 を 付記し て お く 。
①卒業 要件単位の見直 し の当 否 ， ②（大学 入学 以前
の既修科 目 の多様性に 対応す る ために ） 入試科 目 の見
直 し の当 否 ， ① （ 大学 入学 以前 の既修科 目 の多様性や
学力 の多様性に 対 応 す る ために ） 補習 的授業 の実施 体
制の検討， ④ （ 特 に 教 養 教育 に お け る ） 授業 の適正履
修者 数の問 題 ， ①他大学 と の単位互換 の推 進の当 否
以上
平 成 1 2年 2 月1 日
教務委員 会
教養教 育 委 員 会
平成12年度入学者選抜個別学力検査（前期日程）を実施
一昨年より528人少ない2,582人が受験ー
平 成 1 2年 度 入学者選抜個 別 学 力 検査 （前 期 日 程， 専 門
高 校 ・ 総合学科 卒業 生 選抜 ） が， 2 月25 日 幽各学 部 検 査
場に お い て 実施 されま し た。
当 日 は， 青空が かい ま 見える 好天と な る 一 方， 夜半の
降雪が 道路上で は圧雪と な り ． 交通 機関に 若干影響が あ
り ま し たが， 本 学 で は検査 開 始 2 時間前 に す で に 受験生
の姿が 見え始 め， 受付開 始の午前 9 時に は各検査 場前 は
受験生 で い っぱい と な り ま し た。
検査 は， 日 程に 従い 静粛に 実施 され， 前 期 日 程及 び 専
門 高 校 ・ 総合学科 卒業 生 選抜 （ 個 別 学 力 検 査 を 諜さな い
経 済 学 部 夜間主コー ス を 除 く 。） の志願者2, 7 1 5 人 のう ち
2,5 82 人 が 受験 （ 受験 率95. 1 % ） し ま し た。 ま た， 私費 外
国 人 留 学生特 別 選抜 も 併せ て実施 され， 39人 が 受験 し ま
し た。
な お ， 前 期 日 程， 後期 日 程及 び 私費 外 国 人 留 学 生 特 別
選抜 の志願者 は次表 のと お り で す 。
企 試験開始を待つ受験生 （教育 学部検査場）
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平成12年度富山大学入学志願状況表【確定】
平 成 12年 2 月7 日
平 成 12 年 度 平 成 11 年 度
ナ= 
前
期 日 干皇
後
期 日 程 両日 程 合計 両日 程 合計
学 科
・
課 程 等
備 考
部 募集人員 志願者数 倍 率 募集人員 志願者数 倍 率 募集人員 志願者数 倍 率 募集人員 志願者数 倍 率
（人）
（人
） （倍
） （人） （人） （倍） （人）
（人
）
（倍
） （人） （人）
（倍
）
人
人
文
寸ぷ4'ー 
科
42 197 4.7 15 173 11.5 57 370 6.5 57 309 5.4 
文
国
際 文 化
寸ぷdー' 
科
32 105 3.3 12 109 9.1 44 214 4.9 44 200 4.5 
ナ品ι
言 5苦
文 化
寸ぷ4．ー 
科
51 191 3.7 20 222 11.1 71 413 5.8 71 443 6.2 
部 言十 125 493 3.9 47 504 10.7 172 997 5.8 172 952 5.5 
学校 学 校 教 育 系 16 41 2.6 7 60 8.6 23 101 4.4 
教 教
障 害 児 教 育 系
5 12 2.4 2 12 6.0 7 24 3.4 育
教
言 語 ・ 社 会 系
18 45 2.5 7 69 9.9 25 114 4.6 員
養成 自 然 生 活 系 19 47 2.5 6 49 8.2 25 96 3.8 
育
2果 平成11年度改
平呈 芸 術 ・
体 育 系
8 36 4.5 4 55 13.8 12 91 7.6 
組により， 学
生数i屋
発 達 臨 床 専 攻
5 12 2.4 3 19 6.3 8 31 3.9 
都合計のみ計
育 生涯スポー ツ専 攻 4 17 4.3 3 37 12.3 7 54 7.7 ぷ寸4ー' 限 上
キ呈 人 間 環 境 専 攻 14 34 2.4 6 45 7.5 20 79 4.0 
教 育情報
システム
専攻
10 14 1.4 4 19 4.8 14 33 2.4 
部 マルチメディア芸術専攻 4 10 2.5 2 15 7.5 6 25 4.2 
言十 103 268 2.6 44 380 8.6 147 648 4.4 147 703 4.8 
昼 キ圭 1斉 4
点，，.ユー
科
100 289 2.9 31 194 6.3 131 483 3.7 131 650 5.0 
経 問主 経 営 学 科 76 283 3.7 24 175 7.3 100 458 4.6 100 430 4.3 
コ 経 戸邑温， i去
学 キヰ 64 200 3.1 20 209 10.5 84 409 4.9 84 645 7.7 
1斉 ス 言十 240 772 3.2 75 578 7.7 315 1,350 4.3 315 1,725 5.5 
夜 帝差 1斉
必-t’． 
科
3 19 6.3 7 51 7.3 10 70 7.0 6 41 6.8 
λサuー． 間 経 営 寸ぷ4ー
科
3 37 12.3 7 75 10.7 JO 112 11.2 7 67 9.6 主
コ 経 営 法 寸ぷ4ー． 科 3 27 9.0 7 53 7.6 10 80 8.0 7 69 9.9 
ス
計
9 83 9.2 21 179 8.5 30 262 8.7 20 177 8.9 部
富十 249 855 3.4 96 757 7.9 345 1,612 4.7 335 1,902 5.7 
数
学 科
28 121 4.3 6 38 6.3 34 159 4.7 34 198 5.8 
理
物
理
学 科
26 53 2.0 6 26 4.3 32 79 2.5 32 80 2.5 
化
ぷT4 科 22 56 2.5 7 34 4.9 29 90 3.1 34 173 5.1 
：品千 生 物
学
科
23 81 3.5 5 39 7.8 28 120 4.3 28 180 6.4 
地 球
科 学 科
29 100 3.4 9 47 5.2 38 147 3.9 38 154 4.1 
部 生 物 園 環 境科 学 科 19 54 2.8 5 31 6.2 24 85 3.5 24 133 5.5 
言十 147 465 3.2 38 215 5.7 185 680 3.7 190 918 4.8 
電 気 電子シス テ ム工
学科
52 183 3.5 18 115 6.4 70 298 4.3 73 275 3.8 
工
知 能 情 報 工 学 科
45 120 2.7 16 56 3.5 61 176 2.9 62 335 5.4 
機 械 知能シス テム工
学科
52 122 2.3 17 94 5.5 69 216 3.1 72 405 5.6 
物 質 生 命 シス テム工
学科
93 262 2.8 28 323 11.5 121 585 4.8 128 397 3.1 
言十 242 687 2.8 79 588 7.4 321 1,275 4.0 335 1,412 4.2 
ヴ，，，ー＿． 思高をF史S’1 l 電気電子システム工学科 2 5 2.5 2 5 2.5 2 7 3.5 
知 能情 報工 学 科
2 15 7.5 2 15 7.5 2 17 8.5 
命曾：
.,,,. 
機械知能システム工学
科
2 6 3.0 2 6 3.0 2 7 3.5 勾第色争
話i<
物質生命システム工
学科
2 4 2.0 2 4 2.0 2 7 3.5 構袋三
部 主過.： 百十 8 30 3.8 8 30 3.8 8 38 4.8 
言十 250 717 2.9 79 588 7.4 329 1,305 4.0 343 1,450 4.2 
合
言十 874 2,798 3.2 304 2,444 8.0 1,178 5,242 4.4 1,187 5,925 5.0 
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平成12年度富山大学入学者選抜私費外国人留学生入学志願者数【確定】
平成12年2月7日
学部・学科（課程）等
志 願 者 数 （人）
平 成 12 年 度 ｜ 平成11年度（参考） 考備
人文学部人 文 学 科｜ 1 I 
国 際 文 化学 科｜ 7 I 
号号 圭五"" p口 文 化 学 科
計
学 校 教 育 系
4 
1 2 4 
学校教育｜障害児教育系
教
教員養成｜言語・社会系
課程 ｜自然、・生活系
育 芸術 体育系 1 1 I 1 平成昨度改組により，E 発達臨床専攻｜ ｜ ｜ 生涯教育 ｜…ー一一一…………十ー…ーー… ……ー…・ーーーー…， ， I ·一一一 ーー ー … ーーーーー一一一一一一｜学部合計のみ
｜生涯スポーツ専攻
課程 ｜ 人間環境専攻
情報教育 ｜均時�－�t：；守主｜ ！ 
課程 I ＜ルチげイ7芸術専攻
学
部
経済学部
計
経 済 学 科
畳間主1・ーー・…ー
経 営学科コー スト…一一一一
経営法学 科 3 
数
計
学 1 
2 3 1 9 
科
理 物 科理 戸ι十
レu，凋l
学 科
学 ｜生 物ー デーー 科l
地 球 科 学 科
部 ｜亙初白環境科手持卜
計 I i 
電気電子シ ステム工学科｜ 4 I 
工 ｜知能 情 報工 学科 ｜ 9 ·1 
学 ｜良平和��？.竺？ぞ壬宇？！｜ －－� .• l.. －－�－－ 
部 物質生命システム工学科
言十 1 5 
5 4 
8 
3 2 合 計
［参考］
国籍別志願者数
4 7 
2 7 1 
国｜マレイシア｜イ ラ ン｜スリランカ｜ヴィエトナム ｜ 合 計年 度｜中
H12 
Hl l 
3 
2 
2 
2 
1 5 4 
3 2 
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異動 区分 発令年 月 日 氏 名
昇 任 1 2 .  3 .  1 小 野 直子
今 唐 政
，， 贋林 茂樹
臨 時 的任 用 1 2 .  2 . 2 1  高 野 智恵美
休 職 1 2 .  3 .  1 松井 博文
苦手 職 1 2 .  2 . 18 高 野 智恵美
退 職 1 2 .  2 . 19 近藤 俊彦
，， 高 山 恭一
。 甲斐 英高
。 加藤 奏
。 望月 昇
今 本江 隆典
イシ 鈴木 信也
，， 神代 智子
育 児 休 業 1 2 . 2 . 2 1  中 村 良恵
併 任 1 2 .  2 .  20 小 谷 伸男
死 亡 1 2 .  2 .  3 佐々木 浩
..,.., 千 報
ミ）�r!)�
異動前の所属官職
講 師 人文学部 （国際文化学科国際文化論）
助教授 宮崎大学 工学部
講 師 工学部 （知能情報工学科システム工学）
庶務部企画室企画係 庶務 主任
事務 補佐員 （人文学部 ・ 理学部）
事務 補佐員 （附属 図書館 情報サー ピス課）
，， 。
，， 。
，， ,, 
，， ,,, 
，， ，， 
,,, ，， 
，， 今
人文学部 ・理学部学務第 二係
教 授 人文学部
教 授 教育学部 （国 語教育 ）
第422号
異 動 内 n廿..，・
助教授 人文学部 （国際文化学科国際文化論）
教 授 工学部 （知能情報工学科 げイ7情報工学 ） （～ 1 5 . 2 . 28) 
助教授 工学部 （知能情報工学科知能システム工学）
人文学部 ・ 理学部学務第二係（～1 2. 12. 22) 
期 間更新（～ 12 . 5 . 31 ) 
辞 職
平成12年 2 月 18 日限り 退職
。
売ヤ
，， 
，， 
，， 
，， 
，， 
育 児休業 （～ 12 . 1 2 .  22)  
附属 図書館長 ・ 評議員 （～ 14. 2 . 19 )  
死亡 （公務外）
- 1 1 ー
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昌司�［！）
産官学懇談会を開催
地 域 共同 研 究 セ ン タ ー で は， 2 月 2 日 ， 大学 と 地 域 社
会 と の 連携の 窓口と し て その 役 割 を さらに 進展させ る た
め， 産官学懇談 会 を 工学部大会議室 に おい て 開催し ま し
fこ。
今年 で 4 回 目 を 数える 同懇 談会 は， 全国 に 同種の セ ン
タ ー が くま な く設 立 され， ま た セ ン タ をー 取り 巻く環 境
が激変し て い る 昨今， 地 域 に 根 ざし た 特 色あ る 共同 研 究
セ ン タ ー を 構 築す る た めの 方策 を 具体 的に 提言願う こ と
を 目 的に 企 画 されま し た 。
今回 は， 文 部 省から学 術 国 際 局 研 究 助 成 謀 山 田研 究 協
力室 長 を 迎え， 地 元産業 界から企業経営者等 7 人 ， 富 山
県 から商工労働部 次長等 2 人 ， 本学 からは， 時 j事学 長 を
（産業 界）
7イシン軽金属 株式会社 代表 取締役 副 社 長 磯貝 光之
YK K株式会 社 取締役 副 社 長 北 野 芳則
大 平洋製鋼株式会 社 代表 取締役 社 長 佐藤 祐一 郎
株式会社 ス ギノマシ ン 代表 取締役会 長 杉野 博
富 士薬品工業 株式会 社 代表 取締役 社 長 竹田 雄一 郎
北 陸電力株式会社 取締役 工務 部 長 長 坂 秀雄
立 山 科 学 工業 株式会 社 取締役 顧問 松岡 俊治
（官 界）
富 山 県 商工 労働部次 長 豊園 i告治
富 山 県 工業 技術 セ ン タ 一所 長 南日 康夫
（ 学 界）
文 部 省学術 国 際 局 研 究 助 成 課研 究 協 力室 長
山 田 道夫
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地域共同研究センター
はじめと し て 4 人 が 出席し ま し た 。
懇談会 は， 時 津学 長 の 挨拶の 後， 山 田室 長 から産学 連
携に 係 わる 文部 省施 策 の 説明があ り ， 引き 続 き ， セ ン タ ー
の 外部評価 と し て 設 立後13年間の活動状況 に 対する 率直
な 意見 ・ 要望等が議 論されま し た 。
次 い で ， 地域社会 に 開かれた セ ン タ ー の 構 築を 目 指 す
た めの よ り 具体 的な 方策 や， 社 会 的ニ ズーに 応 える た め
の セ ン タ ー の あ り 方， 技術 移転機構 の 立 ち上げの 方策 等
に つ い て ， 熱心に 意見交換が行 われ， 多くの 貴重な 意見，
提言があ り ま し た 。 な お 懇 談 会 の 出席者 は次の と お り
で す 。
富 山 大学 学 長
工学 部 長
事務 局 長
地域 共同 研 究 セ ン タ 長ー
時 津 貢
宮下 尚
水 上 修 一
女川 博 義
（ 以上14名 ）
A未来の セ ンターについて熱心に懇談
平成12年3月発行 ,>..>..<, 千 報 第422号
第3回学術シンポジウムを開催一環日本海地域研究センター 一
環 日 本 海 地 域 研 究 セ ン タ ー で は， ア ジア 危機以降の 環
日 本 海 地域 の 変容と 展望を 探る こ と を 目 的と し て ， 第 3 ・
回 学 術 シ ン ポジウ ムを 2 月4 日 市 内 名 鉄 ト ヤマホ テ ル に
おい て 開催し ， 県 内 国 際交流 団 体 ， 企業 関係者等 約80人
が 参加 し ま し た 。
シ ン ポジウ ムは 2 部 で構 成 され， 丹羽セ ン タ ー 長 ， 時
i峯学 長 の 挨拶の 後 ， 第 1 部 で は， 高橋 宏 東 京国 際 大
学経済学 部教授 から「北 東 ア ジア の 経済成 長 と 域 内 貿易
拡大 一地域協 力 の 促進に 向け て 一」と 題 し た 基調 講 演 が
行 われ， 地域協力 の た めの 包括的プロ グ ラ ムの 樹立 ， 環
境等 も 含む総 合 的な 研 究 枠組みの 整備 及 び行 政 ・ 政治面
で の 理 解 ・ 協 力 等 に つ い て 提言があ り ま し た 。
第 2 部 は3 つ の 分科会 に 分かれて 実 施 され． 経済開発
分科会 で は「ア ジア 危機以降の 環 日 本 海地域経済の 変容」
を ， 環 境開発 分科会 で は「 21世紀に 向け た 環 日 本 海 地 域
の 持続 的発 展の 展望」を ， 社会 開発 分科 会 で は「2 1世紀
の 回シ ア の 科学 ・ 教 育 の ゆ く えJを それぞれテ ー マと し
て ， 活発 な 議 論が行 われま し た 。
企シンポジウム第 1部一基調講演一
セクシュアル・ハラスメント相談員研修を実施
事務局 で は， 2 月1 6 日 ， 大 会 議 室 に おい て ，「 富 山 大
学 セ ク シ ュア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 の 防止に 関 す る 指 針」
に 基 づき 設 置 された 相 談 員 （教 職 員 18人 ） の 研 修 を 実 施
し ま し た 。
こ の 研修 は， 教 職 員 や学生等 の 相 談 に 対 し 適切に 対 応
す る た め， 相 談 員 が基 礎的な 知識・心構 えを 習 得す る こ
と を 目 的と し た も の で ， セ ク シ ュ ア ル ・ハ ラ ス メ ン ト 等
対 応 委 員 会 委 員 2 名 （保健管理 セ ン タ ー 教 員 ） に よ り ，
相 談 の 部 屋 （場所 ） の 確保 ， 部 屋の 雰囲気， 相 談 員 の 態
度 等 相 談 の 受け 方， 注意点等 に つ い て 具体 的な 講 義が行
われま し た 。
企研修中の相談員
な お， 講 義終 了 後 に は， 真剣な 討議 ・ 意見交換 も 行 わ
れ． 有意義な 研修 と な り ま し た 。
ま た ． セ ク シ ュア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等対 応 委 員 会 に お
い て は， 上記指 針に 基 づき ， こ の ほどパン フ レッ ト 「セ
ク ハ ラ ・ い じめ お断り リを 作成 し 学内 に 配付す る 等 ，
教 職 員 ， 学 生 に 対 す る 啓発活 動 を 始 めて い ま す 。
セクハラaいじめお断り！
被害にあったと思ったら網獣員へ
$防止の討量行翁は、 セクシユアル・ハラスメントといじめです
・
；�j ‘ ι 
草橋儲睡で構属するセクシユアル・ハラスメント努鈍応垂直孟は ’ やb :; 
各学部・邸周とは強立して相陣内容について筒壷 ょ 横討いたします． 法
, 
A 〆，， �.ぃ ，，，；－， . ）！～ 、 p ，，山
富山大学セクシユアル・ハラスメント匂対応委員会 、ぷ
史 （グ
企パンフレット表紙
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退官記念最終講義を実施 一 教育学部
本年 3 月 末を 以て退官される 教授の 最終講 義が教育 学
部 で 行われ， 多数の 学 生 ， 教 職 員 ， O Bが 出席し ， 終 始
熱心に 聴講 し ま し た 。
第422号
.教 育 学 部 栗原 幹夫 教授
日 時 ；2 月 10 日 1 5時 から
場所 ，教 育 学 部 1 2 香教 室
A教育学部 加 瀬 正二郎 教授
日 時 ；2 月 19 日 1 5時 から
場所 ；黒田講 堂会 議室
.教 育学部 山極 隆 教授
日 時 ；2 月 20 日 1 1 時 から
場所 ；教 育 学 部 16番教 室
題 目 ； 積み木 並べで 解く 題 目 ；英語教育30年 の 役 割 題 目 ，教 育改革と 地 方教 育 行政
算 数・数学
インターンシッブ推進協議会を開催一 工学部一
工 学 部 で は， 1 月 28 日 大 会 議 室 に お いて， 「工 学 部 イ
ンタ ー ン シ ップ推 進協 議 会 」 を 開 催し ま し た 。
学 生 が 実際 に 企 業 等 に 入 って， 会 社組織の 仕組みや人
間関 係 等 を 肌で 確かめる 機会 を つ く り ， 教 育 の 一層の
充実を 図 る た め， 今年 度 から初めて実施された イン タ ー
ン シ ップに は， 3 年次生23 名 が 参加 し ， 1 4 社で 1 週間か
ら 2 週間の 就 業 体験 を 行いま し た 。
今回 の 協 議会 に は， 受入 企 業 の 担 当 者 14人 と 工 学 部 か
ら宮下工 学 部 長 を はじめ13人 が 出席し ， 今年 度 の 反省点
と 来 年 度 に 向け ての 要望等 が協 議 されま し た 。「学 生 に
はし っかり と し た 目 的意識を 持って参加 し てほし い」 と
いった 厳し い注文 も ある 一 方， す べての 企 業 から「来 年
度 以降も 積極的に 受け 入 れた い」と の 回 答が あ り ま し た 。
工学 部 で は本協議会 に お け る 貴重な 意見を 参考 に ， 今後
も 企業 と 協 力 し な が らイン タ ー ン シ ップを 継続 し て実施
す る 予定で す 。
な お ， 今年 度 の イン タ ー ン シ ップ受入 企 業 は， 次 の と
お り で す 。
（側イン テ ツク
シ ー ケー 金属 （械
十全科学（槻
立 山 科学工業（械
-14 -
立 山 マシ ン （株j
津根 精機（掬
富 山 化学工業（槻富 山 事業 所
富 山 県工業 技術 セ ン タ ー
富 山 日 本電気（掬
（鮒富 山 富 士 通
側不二越
北陸コン ピュ ー タ サー ビス附
北陸電力 側地域総合研 究所
マク セ ル北陸 精機（鮒八尾工 場
企インターンシップ推進協議会の模機
平成12年3月発行 � ザー 幸日 第422号
⑤⑤⑧⑮⑧ 
渡航の 種類 所 属 職 氏 名 渡 航先国 目 的 期 間
韓国 の外交政策及 び文化 行政 に 関 12 . 2 .  5 外 国 出張 人文学部 講 師 林 夏 生 大 韓 民 国 す る 調査 12 .  2 .  12  
地 球内 部電磁誘導の 精密計算 法に 1 2 .  2 . 12  理 学 部 助教授 藤 浩 明 連 t口b、 王 国 関 す る 研 究打合せ， 資料収集 1 2 .  3 . 18 
地 方都市 に お け る 階級 ・ 階層構造 12 . 2 . 13 
教育学部 教 授 奥 村 義 雄 連 止仁益3、 王 国 と 地域 的 ・ 社会 的移動の 実証 的研
究に 関す る 調査， 資料収集 12 . 2 . 26 
連 t仁』J 王 国 情報教育 カリキ ュラ ムと 教材開発 ・ 12 . 2 .  20 教育学部 助教授 堀 田 龍 也 カ ナ ダ 流通 方法及 び教師教育 に 関す る 動向調査 12 . 4 . 14 
ン ア 連 手目 1 2 .  2 . 26 工 学 部 教 授 宮 下 尚 ロ 学術交流協定締結， 視察ド イ ツ 連 手目 12 . 3 .  6 
ン ア 連 手目 12. 2 . 26 工 学 部 教 授 上 羽 ヲム ロ 学術交流協定締結， 視察イ ツ 連 手目 12 . 3 . 1 1  
ス ウ ェ ー デ ン 「労働補償制度 の 国 際 比較研 究J 1 2 .  2 . 26 経済学部 助教授 小 畑 史 子 ア メ リカ 合衆国 に 係 る 調査 12 . 3 . 18 
朝鮮西学史・天主教史に 関す る 史 12 . 2 . 28 人 文学部 教 授 鈴 木 信 昭 大 韓 民 国 料調査 ・収集 1 2 .  3 .  5 
シ ベリア を 中 心と した ロ シ ア 地域 1 2 .  2 . 28 経済学部 講 師 堀 江 典 生 ロ ン ア 連 手目 経済の 変 容に 関す る 研 究 1 2 .  3 . 16 
「植民地政策 に お け る 多国 籍企業 1 2 .  2 . 13 海 外 研 修 経済学部 助教授 岩 内 秀 徳 ア メ リカ 合衆国 の 位置づけJに 関す る 資料収集 12 . 3 .  4 
1 2 .  2 .  28 
人文学部 講 師 小 野 直 子 ア メ リカ 合衆国 ア メ リカ医療史関係史料収集
1 2 .  3 . 1 1  
外国人 キ ャレン ・ フェ 1 2 .  2 . 29 人 文学部 連 1口b、 王 国 研 究打合せ及 び文 献収集教 師 ダー フォルト 12 . 3 . 30 
⑤⑨⑤⑧⑧⑧ 
氏 名 本 国 に お け る 来 p寸ιー・ 目 的 本学受入先 期 問（国 籍） 所属 機関 ・ 職名
越 国 慶 中 国 人民大学信息 第 3 回環 日 本海地域研 究セ ン タ 主ー 催学術 シ 環 日 本海地域 1 2 .  2 .  4 （ 中 国 ） 学院副院長， 副教授 ンポジウムに 講師 と し て参加 研 究セ ン タ ー
A.S.Berdinsky ノボ シ ピル ス ク 国立 第 3 回環 日 本海地域研 究セ ン タ ー 主 催学術 シ 環 日 本海地域工科大学工学部助教 1 2 . 2 .  4 （ ロ シ ア 連邦） 授 ン ポジウムに 講 師 と して参加 研 究セ ン タ ー
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〈 住 所 変 更 〉
部 局 職 氏 名
経 済 学 部 助 教 授 横 山 一 憲（ オペレーション1・ け－f)
工 学 部 助 手 森 雅 之（電子側主デバイス工学）
’恥E－一＝ロ 報
2 月 に ， 現 職 お 一 人 が お 亡 く な り に な り ま し た 。
こ こ に ご報 告 す る と と も に ． 謹 ん で ご冥 福 を お 祈 り 申 し 上 げ ま す 。
佐々 木 浩 氏
（教育学部教授 ）
2 月 3 日 逝去
享年59歳
�司己）［！）
本 音B
2 月 l 日 第 7 回 学 生 生 活協議会
第 2 回 教 務 委 員 会 ・ 教養教育委員 会合 同 委 員
A、
ZコZ
第 8 回 教 養 教 育 委 員 会
学 内 監査 担 当 者 説 明 会
東 海 北 陸 地 区 国 立学校等施設担 当 部課長会議
（ 名 古 屋 大 学 ）
2 日 第 l 回 保 健 管 理 セ ン タ ー 委員 会
第 5 回 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 対 応等 委
員 会
就 職 に 関 す る 講演 会
（ 第 l 部 ）
演 題 ； 地 方公務員 ・ 富 山 県 職員 採用 試験 等
の概要 に つ い て
講 師 ； 清水 優 富 山 県 人事 委 員 会 事 務 局
任 用 課長
（ 第 2 部 ）
演題 ； 教 員 需 給 の 現状 と 教 職 を 目 指す 人 に
講 師 ； 加 藤 敏 久 富 山 県教 育 委 員 会 教 職 員
課主幹
3 日 第 12回 自 己点検評価委員会管理運営専 門委員会
第 17 回 将 来 計 画 委 員 会
行 政 財 産 使 用 状況 ヒ ア リ ン グ （ 富 山 財務事務
所 ）
4 日 国 立大学学生部長 ・ 学生指導担 当 副 学 長 会 議
（ 東 海大学交友会館 ）
4 ～ 1 0 日 学 内 会 計監査
5 日 人 文学部推薦 入 学 合格 発 表
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7 日 第 13 回 自 己点検評価委員 会管理運営専 門 委員
人 文 ・品￥ 音E
� 、
第 2 回 国 際交 流 委 員 会学術交流部会 2 月 2 日 独立大学院研究科 （博士課程 ） 設 置 に 関 す る
R I 総合実験室 運 営 委 員 会 人 文学 部 と 経 済学部 の 合 同 委員 会
8 日 第 3 回 入 学 試験実施 委 員 会 学 部将 来 計 画 委 員 会
10 日 後学期授業終了 4 日 教授会
15 日 第 1 1 回 事務協議会 8 日 学 部 図 書 委 員 会
学 生 生 活協 議会 文 化 部 会 ・ 体育 部 会 合 同 会 議 学 部 将 来 計画 委 員 会
体育 施設委員会 ・ 体育施設運営協議会合同会議 学 部広 報委 員 会
学 生 生 活協 議会 ， 学 寮 委 員 会 及 び体育施設委 9 日 教授会
員 会 合 同 会 議 教授会 （ 人 事 ）
第 3 回 学 園 ニ ュ ー ス 編 集 委 員 会 研 究 科 委 員 会
16 日 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 相 談員研修会 14 日 学 部 国 際 交流委員 会
大 学 等 と 企業 に よ る 就職情報交換会 （ 金沢東 15 日 学部教務 委 員 会
急 ホ テ ル ） 17 日 学 部予 算 委 員 会
第 1 1 回 国 際 交流委員 会 留 学 生 部 会 21 日 学部将 来 計画 委 員 会
教 務 委 員 会教職科 目 専 門 委 員 会 23 日 学部学生生活 ・ 就職指導委 員 会
17 日 推 薦 入 学 ， 帰 国 子 女 ・ 社 会 人 特 別 選抜合格者 学部情報処理委 員 会
入 学 手続 き 教授会
R 連 盟富 山 地 区 ボ ウ リ ン グ大会 （ 富 山 地鉄 ゴー 教授会 （ 人 事 ）
ル デ ン ボ ウ ル ） 研究科委 員 会
1 8 日 第 4 回 部局 長 会 議 25 日 平 成 12年 度 入学者選抜個 別 学 力 検 査 （ 前 期 日
第 16 回 評 議 会 程 ）
第 18回 将 来 計 画 委 員 会
第 1 回 教 育 研 究基 盤校 費 検討 委 員 会 ｜ 教 育 争寸当ー 音E
21 日 第 1 2 回 自 己点検評価委員 会教育活動専 門 委員
� 
、
2 月 2 日 学 部 予 算 委 員 会
第 3 回 就 職 連 絡 会 議 附属小学校入学者第 2 次選考 （ 抽 選 ）
22 日 第 5 回 国 際交 流 会 館 運 営 委 員 会 3 日 附 属 中 学校入学者第 2 次選考 （ 抽 選 ）
第 1 回 教養 教 育 検討特 別 委 員 会 4 日 附 属 幼 稚 園 避 難 訓 練
23 日 医療状況実態統計 調 査 及 び動態統計調 査説明 8 日 学部教務委 員 会
会 （ K K R 金沢 ） 9 日 平 成 1 2年 度教育学研 究科入学者選抜試験 （ 第
24 日 第 3 回 国 際 交 流 委 員 会学術交流部会 2 次募 集 ）
第 122回 構 内 交通 対 策 委 員 会 教授会
第 2 回 保健 管 理 セ ン タ ー 委員 会 人事教授会
ハ ロ ー ワ ー ク 富 山 産業 雇 用 連絡協議会 （ 富 山 1 6 日 研究科委員 会 小 委 員 会
県 民 会館 ） 教授会 （ 臨 時 ）
富 山 県 高 等 教育振興財 団 連絡委員 会 （ 富 山 県 研 究 科 委 員 会
民 会 館 ） 18 日 教育学研究科合格者発表 （ 第 2 次募 集 ）
25 日 平 成 12年 度 入学者選抜個 別 学 力 検査 （前期 日 附属 養護学校教育実践研究会
程 ） 21 日 附 属 養護学校避難訓練
26 日 教 養 教育 ス キ ー 実習 （ ～ 3 月 l 日 ） 23 日 学部入学試験委 員 会
28 日 第 18 回 評議会 （ 臨 時 ） 25 日 平 成 12年 度 入学者選抜個 別 学 力 検査 （ 前 期 日
第 19回 将 来 計 画 委 員 会 程 ）
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経 済 ぷ寸凶』ー 工 品ザ同」 部
2 月 1 日 総務委員 会 2 月 3 日 外部評価実施委 員 会
2 日 独 立 大 学 院博士課程設 置 に 伴 う 合 同 打 合 せ 会 4 日 学部案 内 編 集 委 員 会
将 来構想等検討委員 会 7 日 将来計画 に 係 る 検討委員 会
8 日 学部教務 委 員 会 学部運営 委 員 会
9 日 人 事教授会 係長連絡会
教授会 9 日 教授会
14 日 将 来構想等検討委員 会 専任教授会
21 日 環 日 本 海 地 域 研 究 セ ン タ ー 運営 委 員 会 1 0 日 会計内 部監査
22 日 学 部 教務 委 員 会 15 日 学部教務委員会
23 日 人 事教授会 16 日 教授会
研究科委 員 会 理工学研究科博士前期 課程工学部会
教授会 理工学研究科博士後期課程部会
25 日 平 成 12年 度 入 学者選抜個 別 学 力 検査 （ 前 期 日 学部施設整備委 員 会
程 ） 23 日 温交会 役 員 会
29 日 学 部入学試験委 員 会 24 日 将 来 計画 に係 る 検討 委 員 会
25 日 平 成 12年 度 入 学 者選抜個 別 学 力 検査 （ 前 期 日
理 学 程 ）
2 月 2 日 学 科 長 会 議 地域共同研究セ ンター
4 日 理工学研 究科博士前期 課程理学部会教務検討
小 委 員 会 2 月 2 日 産官学懇談会
8 ～ 9 日 理工学研究科博士前期 課程入 学試験 （ 第 2 次） 4 日 第 8 回 運営 委 員 会
9 日 学 部 施 設委 員 会 14 日 大学院生教育講座
10 日 学部教務 委 員 会 24 日 第 9 回 運営 委 員 会
14 日 学 部 自 己 点 検 評 価 委 員 会 大学院生教育講座
16 日 理工学研 究科博士前期 謀程理学部会
教授会 生涯学習教育研究 セ ンター ｜ 
人 事教授会
理工学研究科博士後期課程部会 2 月 3 日 第 3 回 運 営 委 員 会
22 日 学 部排水安全 委 員 会 17 日 第 3 回 公 開 講座専 門 委 員 会
24 日 学 科 長 会 議 ， 学 部 将 来 計 画 委 員 会 と の 合 同
委 員 会 総合情報処理セ ンター ｜ 
学 科 長 会 議
学 部 教 務 委 員 会 ， 学部教育実習 委員 会 と の 合 2 月 14 日 第 2 回 広 報研修専 門 委 員 会
同 委 員 会
学 部 施設委 員 会
25 日 平 成 1 2年 度 入 学者選抜個 別 学力 検査 （ 前 期 日
程 ）
編 集 富 山 大学庶務部庶務課 〒 930- 8555富 山 市 五 福 3190 TEL. ( 076 )445 - 6007 FAX. ( 076)445 - 6014 
印 刷 あ け ぼの 企 画（掬 〒 930ー 0031富 山 市 住 吉 町 1 - 5 - 8 TEL. ( 076 ) 424 - 1755 FAX. ( 076) 423 8899 
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